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大阪インターナショナルチャーチ 2019/11/24
ブラッドフォード・ハウディシェル

「あなたは臆病ですか」

中心聖句：テモテ第二 1：6-7

1:6 それですから、私はあなたに注意したいのです。私の按手をもってあなたのうちに与えられた神の

賜物を、再び燃え立たせてください。

1:7神が私たちに与えてくださったものは、おくびょうの霊ではなく、力と愛と慎みとの霊です。

皆さん、おはようございます。今日、皆さんにお会いできて光栄です。この 2年間、アリステア牧師

に機会をいただいて、数カ月に一度、ここで説教をさせていただいています。そういうわけで、今日

も皆さんにメッセージをお分かちするためにここに立っております。今年の 5月には、クリスチャン

としての競走を走りぬくというテーマでお話しました。これは、罪深い古い生き方に背を向け、イエ

スについていき、クリスチャン人生の勝者となれるような生き方をすることについてです。9月には、

私が 30年前にカリフォルニアの教会で教会員になったときにもらった励ましの言葉をお分かちしまし

た。教会の婦人が私を熱く歓迎してくださり、心に残る言葉をかけてくれました。「私たちの教会に

加わってくれてありがとう。歓迎します。これからぜひ自分の居場所を見つけてください。この教会

で、自分がしっくりくる場所を見つけるのです。」という言葉でした。この言葉を私はそのままそっ

くり OICにいる皆さんにお伝えしました。そして、クリスチャンの集まりの中で自分に与えられた霊

の賜物を用いることのできる奉仕の場を見つけてくださいとお勧めしました。務めの大小にかかわら

ず、私たちは皆、キリストのからだである教会の中で役割があります。今日は、先ほど皆さんで一緒

に歌った賛美を賛美チームにリクエストしました。「私たちはたくさんいても、ひとつのからだ 私

たちはひとつのキリストのからだ」という内容です。私たちは十人十色です。各々違った才能や賜物

を持っています。インターナショナルチャーチという特性から、国も教派の背景もさまざまです。そ

れでも私たちはひとつのからだなのです。そして、キリストのからだである教会を建て上げるために

協力します。前回の説教で引用したコリント第一 12：27と 12：7が語るとおりです。「12:27 あなた

がたはキリストのからだであって、ひとりひとりは各器官なのです。」「12:7 しかし、みなの益とな

るために、おのおのに御霊の現れが与えられているのです。」

今年に入って 2回説教をさせていただいてから、皆さんから前向きなコメントをいただきました。と

くに、「自分の居場所を見つけよう」のメッセージの後で、このテーマについてもっと聞きたいとか、

私の個人的な証をもっと聞きたいと言ってくださる方たちがおられました。私自身も、もっと証を分

かち合いたいと思っていたので、今日は引き続きこのテーマを取り上げ、私のこれまでの人生の中で

もとくに信徒としての働きについてお話したいと思います。

今日はいくつか聖書個所を読みますが、テモテ第二 1：6-7を今日の中心聖句に選びました。「1:6 それ

ですから、私はあなたに注意したいのです。私の按手をもってあなたのうちに与えられた神の賜物を、

再び燃え立たせてください。 1:7神が私たちに与えてくださったものは、おくびょうの霊ではなく、力

と愛と慎みとの霊です。」

7節をもう一度読みます。「1:7 神が私たちに与えてくださったものは、おくびょうの霊ではなく、力

と愛と慎みとの霊です。」これまでで、聖書を読んでいてこの個所にたどり着き、何度もこのみこと

ばから語られました。それは、「おくびょう」という言葉があるからです。私はどちらかというと臆

病な性格です。昔から引っ込み思案でした。皆さんは前に立って話す私を見ているので、意外だと思

われるかもしれませんが、20代のころはとても内向的で恥ずかしがりでした。完璧主義だったので、

失敗を恐れていたのです。ですから、今日のメッセージのタイトル「あなたは臆病ですか」はこの個

所から取りました。私の答えは「はい」です。今では臆病な自分の殻を破ることができたのですが、

今日はそういうことも少しお話します。

「神が私たちに与えてくださったものは、おくびょうの霊ではなく、…」古い英語で書かれた欽定訳

では、「恐れの霊」と訳されています。私が調べた聖書辞典によると、ここで使われたギリシャ語の

単語は「ディリアス」です。これは恐れる性質を指します。実は、これは私の性質そのものでした。
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聖書辞典には次のようにも書いてありました。「この霊は神から与えられたものではない。この単語

は、臆病や小心を示し、良い意味で使われることは決してない。」

なぜこのトピックを持ち出したかと言うと、臆病で困っているのは私だけではないと思ったからです。

もしかすると、ここにもそういう人がいるかもしれません。使徒パウロの宣教の働きにおける心強い

パートナーであるテモテさえもそうでした。だから、パウロが彼への手紙の序盤にこう書いたのです。

これは使徒パウロが書いた最後の書簡ですから、テモテはすでに宣教経験も牧会経験もあったはずで

す。それでも、臆病や恐れに困らされていたのです。恐れの霊を振り払うことを、私たちは常に意識

しておく必要があります。というのも、その影響が後々まで続く可能性があるからです。私のように

完璧主義で自分を見つめる傾向が強い人はとくにそうです。自分を見つめる傾向が強い性格だと、自

分にばかり目を向けてしまって、クリスチャンの集まりの中で与えられた賜物を使って奉仕するとい

う役割があることを見失ってしまうからです。

ずいぶん前ですが、ある宣教師の知恵が詰まった言葉を聞いたことがあります。一度聞いただけでは

わかりにくいかもしれませんが、こう言われました。「自分の箱に閉じこもっている人は、小さく仕

上がる。」わかりましたか。「自分の箱に閉じこもる人」とは、20代の私のような人のことです。自

分に目を向けすぎて、社交的になって人と関わるのを恐れていました。あまりにも内向きなので、

「自分の箱に閉じこもる人」は、「小さく仕上がる」のです。ここで、人生の箱を想像すると、小さ

な箱に仕上がります。中身はその人だけだからです。

けれども、その人が周囲に手を差し伸べるなら、その人はひとりではありませんから大きくなってい

きます。ヘブル 10：24-25「10:24 また、互いに勧め合って、愛と善行を促すように注意し合おうでは

ありませんか。 10:25ある人々のように、いっしょに集まることをやめたりしないで、かえって励まし

合い、かの日が近づいているのを見て、ますますそうしようではありませんか。」愛と善行を促すよ

うに注意し合い、励まし合うのです。

けれども、20代のころの私はほぼ、自分の箱に閉じこもって小さく仕上がった人という表現に当ては

まっていました。完璧主義で内省的だったので、新しいことに挑戦するのを恐れていました。大失敗

したところを見られるような恥ずかしい思いをしたくなかったからです。大勢の集まりでも、一対一

で人と対面する場でも、失敗を恐れるあまり、人と関わると息が詰まりそうでいつも黙っていました。

これによって、私は対人関係においても信仰面においても、苦しめられていました。

テモテ第二 1：7をもう一度読みます。「1:7 神が私たちに与えてくださったものは、おくびょうの霊

ではなく、力と愛と慎みとの霊です。」恐れの霊、臆病の霊は、神から与えられたものではありませ

ん。神からいただいたのは聖霊です。聖霊が私のうちに生きておられるなら、神の力をいただけるは

ずです。神の愛によって人を愛することができるはずです。そして、慎みをもって生きられるはずで

す。英語のニューアメリカンスタンダードバイブルという訳には、「慎み」と訳された単語に脚注が

ついています。そこには、この個所の「慎み」という単語は、「正常な判断」という意味だと書いて

あります。古い英語の欽定訳聖書では、「健全な精神」と訳されています。慎みをもって生きるため

には、健全な精神を持ち、周囲の状況を正常に判断する力が必要なのです。

この個所を読むと、臆病や恐れに捕らわれる必要はないのだと思い出させてくれます。臆病や恐れは、

私に新しいいのちを与え、聖霊を宿してくださった神からのものではありません。むしろ、私にも皆

さんにも、力の霊が与えられています。愛の霊が与えられています。そして、正常な判断の霊、慎み

の霊が与えられています。

ヨハネ第一 4:18「 愛には恐れがありません。全き愛は恐れを締め出します。なぜなら恐れには刑罰が

伴っているからです。恐れる者の愛は、全きものとなっていないのです。」神の愛は、私たちを恐れ

させるのではありません。むしろ、神の完全な愛は恐れを締め出すのです。それが実現するよう、私

たちの心の中で神に働いていただくべきです。

ローマ 8:15 「あなたがたは、人を再び恐怖に陥れるような、奴隷の霊を受けたのではなく、子として

くださる御霊を受けたのです。私たちは御霊によって、『アバ、父』と呼びます。」私たちは、神の

家族へと迎え入れられました。ですから、天の御父の愛に満ちた御腕の中で安心していられます。
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イエスはヨハネ 14：27で弟子たちに語られました。「わたしは、あなたがたに平安を残します。わた

しは、あなたがたにわたしの平安を与えます。わたしがあなたがたに与えるのは、世が与えるのとは

違います。あなたがたは心を騒がしてはなりません。恐れてはなりません。」繰り返します。「あな

たがたは心を騒がしてはなりません。恐れてはなりません。」

ピリピ 4:13「私は、私を強くしてくださる方によって、どんなことでもできるのです。」

以前、「失敗：成功への裏口」という本をもらいました。最初の数ページを読みましたが、その先は

読みませんでした。今も本棚においてあって、本の題名が時折目に入ります。「失敗：成功への裏

口」という題名は、この本の主旨を物語っています。何か新しいことに挑戦すれば、失敗や挫折はつ

きものだということです。人間ですから、たまに失敗するのは恥ずかしいことではありません。失敗

から学び、取り組み方を変えるなどの工夫をして、成功へとつなげるのです。

ここで、私自身のことをお話しましょう。昔の私からここに立っている今の私にたどり着いた証を詳

しくお話します。

先ほどお話したとおり、20代の頃の私は、失敗に対する恐れにがんじがらめにされていました。です

から、失敗してしまう可能性のある状況を避けていました。

後に、私はこの問題を克服するためにおもしろい方法を思いつきました。ずっと夢見ていた世界一周

旅行を実現させたのです。もちろん世界中を見たかったのですが、旅に出れば自分を守る殻を破らな

ければならないこともわかっていました。このふたつは、私にとって旅の大切な目的でした。外国で

列車の切符を買ったり、その夜宿泊できるホテルやユースホステルを見つけたりするためには、自分

の殻を破って人と話さざるを得ません。簡単なフレーズを外国語で言わなければならないこともあり

ます。旅先で人と出会えば、対人面でももう少し勇気を出せると思いました。何かおかしなことを言

ってしまっても、すぐに他の町に行くので、その人たちと二度と顔を合わせなくて済みます。実際に

は道中、人との関わりで大きな失敗はほとんどありませんでした。けれども確かに、いつもより勇気

を出して人と関わったことで、旅が終わるまでにはずいぶんと自信がつきました。一年間の世界一周

旅行から帰った私は、まるで別人でした。

ところで、旅行中もできるだけ日曜日は教会の礼拝に参加しました。知らない言葉で理解できなかっ

たとしても行きました。また移動と観光ばかりの旅でもありませんでした。ひとつの町にしばらくと

どまったこともあります。あるとき、ラブリコミュニティという場所に 6週間滞在しました。そこは、

クリスチャンの哲学者であり神学者でもあるフランシス・シェーファーが創設したクリスチャンの学

びのためのセンターです。20代のころ、私は彼の著書を好んで読んでいました。シェーファーはスイ

スにラブリコミュニティを創設しましたが、私が 6週間滞在して学んだのは、英国にある支部でした。

学び以外にも、夕食の食卓を囲んで長い時間ディスカッションが続きます。これも、自分の殻を破る

のに役立ちました。学びの大半は、本を読んだりテープを聞いたりして指導員にアドバイスをもらい

ながら進めるのですが、週 3回は講師による講義がありました。そこで聞いたクリスチャンの心理学

者による講義を今も鮮明に覚えています。クリスチャンの完璧主義とその害というテーマでした。こ

の問題に悩んでいるのは確かに私だけではないのです。

さて私は、自信がついて別人となってカリフォルニアに戻りました。まもなく、サンディエゴのバプ

テスト教会の教会員になりました。そこで、前回お話したように、教会の婦人から「自分の居場所を

見つけなさい」と勧められました。それからほどなくして、小さな奉仕を始めました。聖句を暗唱す

る子どもたちの聞き役です。その後、牧師から男性のリトリートを計画してほしいと頼まれました。

ここで 8年ほど時をさかのぼってお話します。私は大学時代に、インターバーシティ主催のアーバナ

学生宣教大会に参加しました。そこでは、ジョン・ストット、エリザベス・エリオット、ルイス・パ

ラウ、ビリー・グラハムといった著名な講師による素晴らしい教えや講義が聞けました。大会で彼ら

は、大学生の若者たちに次のように勧めていました。「短期宣教を試してみなさい。夏休み中でも、

一年でも二年でも。そして、フルタイムの宣教の働きに召されているか確かめてみてください。」さ

て、それ以後カリフォルニアでの小規模な宣教大会には参加したものの、それから 10年近くその勧め

を実行していませんでした。
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そして 30歳になる直前、私は主に「目を覚まさせてください」と祈っていました。現状に満足しての

ほほんとしていたからです。けれども、これは危険な祈りでした。神はすぐに目覚めさせてください

ました。それで、「主よ、わかりました。何を語ろうとなさっているのですか」と尋ねました。次に

あった教会のシングルの集会で、ある女性が前の年の夏に日本へ短期宣教に行った経験談を分かち合

ってくれました。彼女が参加したのは 10週間のプログラムで、米国や英国から 100人のクリスチャン

が日本各地の教会に派遣され、教会で英会話を教えます。英会話レッスンの後に日本人の教会員が日

本語で短く福音について話すというものでした。前にもそういう話を聞いたことがありました。宣教

師が英会話レッスンをきっかけに日本人の人たちを教会に誘い、福音を伝えるのです。良いプログラ

ムだと思ったので、私も翌年の夏に参加しました。平成元年のことでした。今年でちょうど 30年前に

なります。

プログラムは素晴らしかったのですが、私は不安でした。新しいことに真剣に取り組むために一歩踏

み出すのは恐怖でした。けれども、「神が私たちに与えてくださったものは、おくびょうの霊ではな

く、力と愛と慎みとの霊です。」日本でどんなことに直面するかと恐れることもありました。奉仕で

おかしなことをしてしまったらどうしよう…英会話の教室で大失敗したらどうしよう…。けれども決

心がつきました。そういうことが起こるかもしれないけれど、前に向かって歩いて行こうと決めまし

た。あのアーバナ学生宣教大会で語られた「短期宣教を試してみなさい」という勧めを実行するとき

だと主が語ってくださったように感じたからです。

こうして私は夏のプログラムに参加しました。主催者は、英語を教えること、文化の違い、宣教につ

いてしっかりと事前トレーニングをしてくれました。文化の違いによる大失敗はありましたが、英会

話クラスでの大失敗はありませんでした。そして翌年の夏も参加しました。2度目だったので、文化の

違いによる失敗も減りました。6週間の英会話プログラムの最後にはイングリッシュキャンプがあるの

ですが、主催者からそこで司会をするよう頼まれました。大勢の前に出るのは苦手なのに司会とは…

でもやり遂げました。神は、力と愛と慎みとの霊を与えてくださっているのです。

その後、四国にいる宣教師が 1年間英語を教える手伝いをしてくれる人を探していると聞いて、そこ

に行きました。またいろいろと失敗しました。それに寂しさにも苦しめられました。四国では、初め

ての説教もしました。私がお手伝いしていた宣教師に頼まれて、教会が開く秋の伝道集会で短いメッ

セージをしたのです。ですから、初めての説教と言えるでしょう。正直なところ、あまり良い経験で

はありませんでした。私は伝道説教が好きではないことに気づきました。四国での一年は良い経験も

あればそうでない経験もありました。

その一年の終わりに、アーバナ学生宣教大会での勧めを実行したと感じました。夏のプログラム 2回
と四国での一年という短期宣教を試したのです。そして、フルタイムの宣教の働きに召されているよ

うには感じませんでした。ひとつは、「宣教師」と呼ばれることに耐えられないと思いました。「宣

教師」と呼ばれるようになれば、人からそれなりの期待をかけられますが、それには応えられないと

わかっていました。私自身、無理な要求を自分に課してしまっただろうと思います。自分の欠点はよ

くわかっていました。

それでこう結論付けました。誰もがフルタイムの働き（牧師、宣教師、教誨師等）に召されているわ

けではないけれども、私たちは皆、フルタイムのクリスチャンとして生きるよう召されている。私た

ちは、常にクリスチャンとして生きるように召されています。クリスチャンとはキリスト者という意

味です。キリストという名を帯びているなら、聖書に記された教えに従って生きることを誓い、キリ

ストのからだである教会に積極的に関わる一員となるべきです。

誰もがフルタイムの働きに召されているわけではないけれども、私たちは皆、フルタイムのクリスチ

ャンとして生き、キリストのからだである教会に積極的に関わる一員となるよう召されている。これ

が約 30年前に私がたどり着いた結論です。先日生駒でリトリートがありましたが、ヒュー・ブラウン

師が同じようなことを言っておられたのを聞いて驚きました。牧師や宣教師でなくても、積極的に働

きに関わる弟子となるべきだとおっしゃっていました。

短期宣教を経て帰国した私は、何人かの人からかけられた言葉に驚きました。「日本に住むなんてす

ごいね。私はそんなことできない」といった内容です。正直なところ、私にとって日本に住むのはそ
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れほどたいへんではありませんでした。英会話を教えるのは楽しかったです。私は米国と日本を比べ

て、米国にはたくさんクリスチャンの証人がいますが、日本にはほとんどいないことがわかりました。

それで、再び日本に行くことにしました。英語を教える仕事と英語で礼拝をする教会へと神が扉を開

いてくださる可能性を祈りました。そして、神はそうしてくださいました。こうして私は関西地方に

25年以上暮らしています。そのほとんどの期間、OICに来ています。

私は前回のメッセージで、この教会で自分の居場所を見つけてくださいと皆さんにお勧めしました。

神が与えてくださった霊の賜物を使える場所です。先ほど言ったように、私はカリフォルニアの教会

で小さな奉仕から始めました。そして今日、短期宣教を試してから、積極的に働きに関わる教会信徒

となるために日本に戻ったなりゆきを話しました。

ここまでお話したのが、今日のメッセージの第一部です。

第一部：臆病にならない。

臆病は神からのものではありません。そうではなく、神からいただいたのは「力と愛と慎みとの霊で

す。」神にしっかりと目を向け、聖霊によって神が与えてくださる力に頼るなら、私のように臆病か

ら解放されます。忘れないでください。私たちには、御霊が内住しておられます。そして、神が私た

ちに望まれる奉仕や働きに必要な力を御霊が与えてくださいます。神は私たちひとりひとりに、少な

くともひとつ霊の賜物を与えておられます。それは、クリスチャンコミュニティの益のために用いる

ためです。

今日のメッセージの第二部は、怠けない、です。

第二部は第一部より短いですが、お読みする聖書個所は長いです。マタイ 25章 14-30節のタラントの

たとえです。ところで、キリストが地上におられた時代のユダヤでは「タラント」というのはお金の

単位で、硬貨ではありません。大金を指す慣用表現に使われた言葉で、日本語でいう「一億円」のよ

うな感じです。労働者の約 20年分の賃金に相当する額でした。最新の英語聖書 NIV訳では、「タラン

ト」を「袋に入った金貨」と訳しています。このたとえは、神が与えてくださったものを無駄にせず、

忠実であるように、と教えてくれます。

25:14天の御国は、しもべたちを呼んで、自分の財産を預け、旅に出て行く人のようです。

25:15彼は、おのおのその能力に応じて、ひとりには五タラント、ひとりには二タラント、もうひとり

には一タラントを渡し、それから旅に出かけた。

25:16五タラント預かった者は、すぐに行って、それで商売をして、さらに五タラントもうけた。

25:17同様に、二タラント預かった者も、さらに二タラントもうけた。

25:18ところが、一タラント預かった者は、出て行くと、地を掘って、その主人の金を隠した。

25:19さて、よほどたってから、しもべたちの主人が帰って来て、彼らと清算をした。

25:20すると、五タラント預かった者が来て、もう五タラント差し出して言った。『ご主人さま。私に

五タラント預けてくださいましたが、ご覧ください。私はさらに五タラントもうけました。』

25:21その主人は彼に言った。『よくやった。良い忠実なしもべだ。あなたは、わずかな物に忠実だっ

たから、私はあなたにたくさんの物を任せよう。主人の喜びをともに喜んでくれ。』

25:22二タラントの者も来て言った。『ご主人さま。私は二タラント預かりましたが、ご覧ください。

さらに二タラントもうけました。』

25:23その主人は彼に言った。『よくやった。良い忠実なしもべだ。あなたは、わずかな物に忠実だっ

たから、私はあなたにたくさんの物を任せよう。主人の喜びをともに喜んでくれ。』

25:24ところが、一タラント預かっていた者も来て、言った。『ご主人さま。あなたは、蒔かない所か

ら刈り取り、散らさない所から集めるひどい方だとわかっていました。

25:25私はこわくなり、出て行って、あなたの一タラントを地の中に隠しておきました。さあどうぞ、

これがあなたの物です。』

25:26ところが、主人は彼に答えて言った。『悪いなまけ者のしもべだ。私が蒔かない所から刈り取り、

散らさない所から集めることを知っていたというのか。

25:27だったら、おまえはその私の金を、銀行に預けておくべきだった。そうすれば私は帰って来たと

きに、利息がついて返してもらえたのだ。

25:28だから、そのタラントを彼から取り上げて、それを十タラント持っている者にやりなさい。』
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25:29だれでも持っている者は、与えられて豊かになり、持たない者は、持っているものまでも取り上

げられるのです。

25:30役に立たぬしもべは、外の暗やみに追い出しなさい。そこで泣いて歯ぎしりするのです。

まずこの個所で気づくのは、私たちには各々違った能力があることです。神は私たちが持っている能

力に合わせて、それぞれ違った務めを与えてくださっています。ですから、能力的に無理な務めを与

えられることはありません。人はそういうことをしても、神はなさいません。神が私たちに与えられ

る責任は、私たちの能力に見合った内容です。このたとえに照らして私自身のことを考えると、私は

この話の中の 1タラントの人でもなければ、5タラントの人でもないと思います。私は 2タラントの人

だと思います。人並みか中の上くらいだと思います。

この数年、私はこれまで与えられた素晴らしい特権について考えています。とくに、クリスチャン生

活で与った特権です。私の母は町で一番の日曜学校がある教会に私たち兄弟を連れて行ってくれまし

た。ルーテル教会の日曜学校で信仰の土台がしっかりと築けたことは以前にもお話しました。他にも

信仰の土台を築いてくれたものがあります。夏になると、母は私たちを子ども向けの夏休みプログラ

ムに参加させました。そこでは、聖書やクリスチャンとして生きることについてさらに教えてもらい

ます。さらに、YMCAのキャンプやボーイスカウトにも参加しました。UCLAで過ごした大学時代は、

クリスチャンクラブに加わり、それがきっかけでジョン・マッカーサー師の教会にも行けました。ジ

ョン・マッカーサー師のメッセージ・テープはいくつも聞きました。またクリスチャンラジオも聴き

ました。大学のクリスチャンクラブのモットーだったテモテ第二 2：15の「あなたは熟練した者、す

なわち、真理のみことばをまっすぐに説き明かす、恥じることのない働き人として、自分を神にささ

げるよう、努め励みなさい。」というみことばを真剣に受け止めました。「努め励みなさい。」「真

理のみことばをまっすぐに説き明かす…」また、常に「畏れかしこんで真理を探し求める」というク

リスチャンクラブのメンバーの誓いも真剣に受け止めました。ですから、私は教会が直面する神学的

かつ実践的な問題について理解しようと常に努めてきました。正確な教えと実践を知ろうと努めまし

た。

そういうわけで、ここで説教をすることについてアリステア牧師からお話をいただいたとき、「は

い」と答えるしかないと思いました。そう答えるのが自然だと感じたのです。なぜか、前ほど恐れは

感じませんでした。子どものころや若いころから素晴らしい特権に与ってきたことについて考えてい

たおかげでしょう。これまで学んできたことや考えてきたことの一部を皆さんに分かち合う責任があ

ると感じているのです。

タラントのたとえに話を戻しますが、この話で次に気づいたことがあります。しもべたちは主人から

預かったお金で商売をし、その努力が実を結びました。彼らは実を結んだのです。私たちも、神に与

えられた務めをすれば、実を結べます。

3つめに気づいたことは、3人目のしもべの残念な話です。彼は抑圧によって行動できず、主人から預

かったものを放置しました。それは抑圧でしょうか。それとも恐れ、怠惰、不信仰でしょうか。それ

らすべてが当てはまるかもしれません。いずれにせよ、何ができるか考えたり、率先して行動したり

はしませんでした。銀行に預けて利息を稼ごうとも考えなかったのです。

この話の中でいう「利息がついて返してもらえた」というのは何の象徴だろうと考えたことがありま

す。少しの能力がある人に、神が教会で奉仕できる小さなチャンスを与えてくださったとします。け

れども、なぜかその人はその奉仕をしません。けれども少なくとも、信仰をもって何か役立つことを

しようとします。少なくとも、というのは、きよい生き方をする、献金をいくらかする、時には誰か

に励ましの言葉をかける、ということも挙げられるでしょう。何かしましょう。何もしないのはやめ

ましょう。神の御国と神の民、神の被造物に何の益ももたらさないことに人生を費やさないでくださ

い。3人目のしもべの残念な話から、何もしないことはすべてを失うことだとわかります。負けです。

さて、今日皆さんとお読みする最後の聖書個所です。この個所は、5月にクリスチャンの競走を走り抜

くというテーマでお話したときにも読みました。そこには、終わりの時に神からいただく報いについて

記されています。コリント第一 3：11-15には、クリスチャン人生の土台の上に何を築くかについて記さ

れています。そして、終わりの時のさばきの日には、私たちが成し遂げた業がどのようなものであった
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かが露わになると語ります。役に立つものであったか無益なものかです。この個所では、役に立つ業は

金、銀、宝石に象徴されています。一方、役に立たない業は、木、草、わらに象徴されます。では読み

ましょう。

3:11というのは、だれも、すでに据えられている土台のほかに、ほかの物を据えることはできないから

です。その土台とはイエス・キリストです。

3:12もし、だれかがこの土台の上に、金、銀、宝石、木、草、わらなどで建てるなら、

3:13各人の働きは明瞭になります。その日がそれを明らかにするのです。というのは、その日は火とと

もに現れ、この火がその力で各人の働きの真価をためすからです。

3:14もしだれかの建てた建物が残れば、その人は報いを受けます。

3:15もしだれかの建てた建物が焼ければ、その人は損害を受けますが、自分自身は、火の中をくぐるよ

うにして助かります。

土台の上に役立つ働きで築いたクリスチャンは報いを受けます。一方、土台の上に無益な働きで築いた

クリスチャンは報いが得られません。その人自身は救われますが、報いがもらえません。競走に負けた

のです。勝利を目指して走らなかったので負けました。何とも残念な結果です。私はそうなりたくあり

ません。

コリント第一 9:24 「競技場で走る人たちは、みな走っても、賞を受けるのはただひとりだ、というこ

とを知っているでしょう。ですから、あなたがたも、賞を受けられるように走りなさい。」

最後に、皆さんへの励ましの言葉で締めくくります。

臆病にならないでください。神が私たちに望まれる務めを成し遂げるための力は、神が与えてくださ

います。

怠けないでください。何もしなければ、失います。

実を結びましょう。神が与えてくださった能力や賜物を用いましょう。

無益な業で築いてはいけません。金、銀、宝石によって築きましょう。

勝利を目指して走りましょう。


